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Ⅰ 調査の概要  

１ 調査の目的 

京都市では，子育て支援施策の総合的な計画として，平成 22 年 3 月に「京都市

未来こどもプラン」（以下「現行プラン」といいます。）を策定し，子どもたちの笑顔

のためにみんなで子育てを支え合えるまちづくりを進めてきました。 

現行プランの計画期間は，平成２６年度までとなっていることから，京都市では，

現行プランを見直し，平成２７年度から平成３１年度までの５箇年を計画期間とする

新たなプランを策定することとしています。 

この新たなプランは，平成２７年から実施が予定されている「子ども・子育て支援

新制度」において，市町村が策定することとされている「市町村子ども・子育て支援

事業計画」のほか，「ひとり親家庭自立促進計画」，「母子保健計画」等を一体的に盛

り込み，策定するものです。 

本調査は，この新たなプランの策定に際し，京都市における子育て支援施策の方向

性を検討するための基礎資料とすることを目的に実施したものです。 
 

２ 調査概要 

・ 調査地域  ：京都市全域 

・ 調査対象者 ：平成 25 年 8 月 15 日から 9 月 20 日の間に保健センター・支所に

おける乳幼児健康診査（4 か月児，8 か月児，1 歳 6 か月児，3 歳

児）に来所した保護者 

・ 調査期間  ：平成 25 年 8 月 15 日から 9 月 27 日まで 

・ 調査方法    ：保健センター・支所における乳幼児健康診査会場でアンケート票配

布・郵送回収（無記名回答） 

 

３ 調査結果の表示方法 

・ 回答はすべて平成 25 年 8 月 1 日時点の状況に基づいています。 

・ 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して，それぞれの回答数の割合を小数

点以下第 2 位で四捨五入したものです。そのため，単数回答（複数の選択肢から 1

つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

・ 複数回答（複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，回答

は選択肢ごとの有効回答数に対して，それぞれの割合を示しています。そのため，合

 配布数 有効回収数 有効回収率 

母子保健に関する 

意識調査 
4,332 1,725 39.8％ 

（参考） 

平成 20年調査 
3,906 1,726 44.2％ 
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計が 100.0％を超える場合があります。 

・ 図表中において「無回答」とあるものは，回答が示されていないものです。 

・ 図表中の「n（number of case）」は，集計対象者総数（あるいは回答者限定設

問の限定条件に該当する人）を表しています。 

・ 問 16・17・18 については，お父さんがおられる方におたずねしましたが，解答

欄が未記入のものについては「無回答」か「父親がいない」か判別できないため，そ

の分は計上していません。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 母親と子どもの状況について 

 
（１）母親の年齢（問１） 

 30 歳から 34 歳の割合が 37.2％と最も高くなっています。 

 35 歳以上の割合は，40.7％であり，平成 20 年調査の 35.1％と比較すると，増加し

ています。 

 

     N=1725 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）出生順位（問３） 

 １人中１番目の割合が，最も高くなっています。 

N=1725 
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30～34歳
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33.4

40.6

2.8

4.7

62.7

54.7

0.1

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年 N=398

２５年 N=424

１歳６か月児 働いている 育児休業中である 働いていない 無回答

２ 母親の就労について 

 

（２）母親の就労（問４） 

 就労している母親（「働いている」，「育児休業中である」の回答者は全体で47.4%であ 

り，平成 20年調査の 35.４%と比較して，増加しています。特に8か月児では30.8％か 

ら45.3％と大幅に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.6

7.6

24.9

42.3

67.3

50.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年 N=498

２５年 N=525

４か月児
働いている 育児休業中である 働いていない 無回答

11.5

14

19.3

31.3

69.2

54.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年 N=419

２５年 N=444

８か月児 働いている 育児休業中である 働いていない 無回答

38.0

42.5

5.1

6.3

56.7

50.9

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年 N=411

２５年 N=332

３歳児 働いている 育児休業中である 働いていない 無回答

24.1

21.7

23.3

13.7

52.6

64.2

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２５年 N=1,725

２０年 N=1,726

働いている 育児休業中である 働いていない 無回答
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３ 妊娠・出産について 

 

（１）母親の心身の状況（問５） 
 「心身ともに快調」は，全体の 64.5%と最も高く，平成 20 年調査とほぼ同様となっ

ています。 

 一方で，「からだの調子はよいが，精神的に不調」，「精神的にはよいが，からだが不調」，

「心身ともに調子が悪い」の割合は， 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）不妊の悩み（問６） 

 母親の年齢があがるにつれて，不妊に悩んだ経験がある割合が増加しています。 

 母親の年齢別では，40 歳から 44 歳で 48.4％，45 歳以上で 91.7％が不妊に悩んだ

経験をもっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.9 

16.7 

1.6 

15.1 

28.4 

37.0 

48.4 

91.7 

70.0 

83.3 

98.4 

84.9 

71.3 

63.0 

51.6 

8.3 

0.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

ある ない 無回答

64.5 

69.0 

64.2 

60.4 

63.0 

6.8 

5.1 

7.2 

7.8 

7.5 

11.4 

12.2 

12.8 

10.6 

9.3 

4.5 

3.4 

4.7 

4.7 

5.4 

12.1 

9.9 

10.4 

15.3 

13.9 

0.7  

0.4 

0.7 

1.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1,725

４か月児 N=525

８か月児 N=444

１歳６か月児 N=424

３歳児 N=332

心身ともに快調 からだの調子はよいが，精神的に不調

精神的にはよいが，からだが不調 心身ともに調子が悪い

なんともいえない 無回答
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（３）不妊の相談相手（補問６－２） 

 全体では，「配偶者（パートナー）」の割合が 87.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.8 

48.8 

34.3 

48.1 

14.0 

0.4 

1.2 

0.0 

0.6 

4.3 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

93.6 

51.1 

46.8 

40.4 

17.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

89.0 

50.0 

32.4 

46.7 

14.8 

0.5 

0.5 

0.0 

0.0 

4.4 

1.1 

86.7 

48.5 

34.2 

51.5 

13.3 

0.5 

2.0 

0.0 

0.5 

4.6 

0.0 

83.3 

48.7 

32.1 

47.4 

12.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.6 

5.1 

2.6 

100.0 

36.4 

36.4 

54.5 

9.1 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

配偶者（パートナー）

友人・知人

父母

医療機関のスタッフ（医師，看護師，助産

師）

兄弟姉妹

保健センター

同じ悩みを持つ自助グループ

にんしんホッとナビ

すずらん相談・交流会

誰にも相談しなかった

無回答

全体 N=516

19歳以下

N=1

20～24歳

N=1

25～29歳

N=47

30～34歳

N=182

35～39歳

N=196

40～44歳

N=78

45歳以上

N=11

%
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（４）妊娠中に知っている又は，利用した施策やサービス（問７） 

 「妊婦健康診査受診券」の割合が 85．7％で最も高く，次に「プレママバッチ・プレ

マママーク」が 71．7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（５）妊娠中，妊娠・出産・育児についての心配・不安（問８） 

 妊娠中に，妊娠・出産・育児について，心配・不安が「よくあった」，「ときどきあった」

の割合は 85.9％となっており，平成 20 年調査の 77.8％と比較して，増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.7

23.8

58.1

62.1

22.2

14.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

よくあった ときどきあった なかった 無回答

85.7 

16.0 

71.7 

35.2 

26.0 

29.4 

20.7 

54.8 

20.3 

3.0 

5.2 

84.4 

16.3 

73.6 

48.1 

27.0 

31.7 

21.5 

59.3 

15.8 

3.7 

5.4 

87.4 

15.7 

69.4 

19.3 

24.7 

26.6 

19.7 

49.4 

25.8 

2.2 

5.1 

0 20 40 60 80 100

妊婦健康診査受診券

母性健康管理指導事項連絡カード

プレママバッチ・プレマママーク

保健センターのこんにちはプレママ事業（妊婦訪問）

保健センターの妊婦歯科相談事業

保健センターのプレママ・パパ教室

保健センターのマタニティクッキング

医療機関の両親教室等

児童館・保育所の子育て講座，交流会等

その他

無回答

全体 N=1725

第一子 N=953

それ以外 N=772

%
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（６）妊娠中の相談相手（問９） 

 子どもの年齢別では，子どもの年齢に関わらず，「配偶者」が全体で 83.0％と最も高 

くなっており，次に，「親・兄弟・姉妹など」，「友人・知人・近所の人」となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.0 

71.1 

45.7 

15.0 

25.7 

1.1 

9.2 

0.2 

0.0 

0.5 

3.1 

0.9 

86.9 

75.0 

48.0 

13.5 

23.2 

1.0 

9.9 

0.0 

0.0 

0.2 

2.5 

0.4 

81.5 

71.2 

46.8 

16.0 

26.4 

0.9 

8.1 

0.2 

0.0 

0.2 

4.1 

0.5 

83.5 

65.6 

43.9 

13.4 

29.5 

1.4 

9.7 

0.2 

0.0 

0.7 

2.8 

1.7 

78.3 

72.0 

43.1 

17.8 

24.1 

1.2 

8.7 

0.3 

0.0 

0.9 

3.3 

1.5 

0 20 40 60 80 100

配偶者

親・兄弟・姉妹など

友人・知人・近所の人

子育て中の仲間

病院・医院・助産院

保健センター

インターネット

電話相談

デパート・スーパー・薬局

等の相談会

その他

特になし

無回答

全体

N=1725

４か月児

N=525

８か月児

N=444

１歳６か月

児 N=424

３歳児

N=332

%
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（７）妊娠中や出産後間もなく，精神的に落ち込むことやイライラを感じること 

   （問１０） 

 「よくあった」，「時々あった」の割合は，61.6%となっており，平成 20年調査の 54.8％

と比較して増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜母親の心身の状況（問５）と妊娠中や出産後間もなく，精神的に落ち込むこ 

 とやイライラを感じること（問１０）の関係＞ 

 精神的に落ち込むことが「なかった」者又は「ほとんどなかった」者は，「心身ともに

快調」の割合が高くなっています。 

 精神的に落ち込むことが「よくあった」者は，「からだの調子は良いが，精神的に不調」，

「心身ともに調子が悪い」の割合が高くなっています。 

 

64.5 

41.6 

62.1 

75.6 

78.4 

6.8 

15.7 

6.0 

4.3 

3.5 

11.4 

12.8 

13.2 

8.5 

9.0 

4.5 

12.8 

4.2 

1.3 

1.2 

12.1 

16.0 

13.8 

9.8 

6.7 

0.7 

1.0  

0.7  

0.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

よくあった N=281

時々あった N=782

ほとんどなかった

N=398

なかった N=255

心身ともに快調 からだの調子はよいが，精神的に不調
精神的にはよいが，からだが不調 心身ともに調子が悪い
なんともいえない 無回答

 

15.5

16.3

39.3

45.3

31.3

23.1

13.6

14.8

0.3 

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

よくあった 時々あった ほとんどなかった なかった 無回答
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（８）出産前後の里帰り（問１１） 

 全体の 57.2％が里帰りをしています。 

 年齢別では，25 歳から 29 歳で「里帰りをした」の割合は 66.9％と最も高くなって

います。 

 一方，３０歳以降，母親の年齢があがるにつれて，「里帰りをした」の割合は減少し，

40 歳から 44 歳で「里帰りをした」の割合は，37.3％であり，45 歳以上で 25.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）里帰りの理由（複数回答）（補問１１－２） 

 全体では，「産後の体力回復」の割合が最も高く，次いで，「育児に不安があったため」

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84.7 

42.1 

31.2 

27.9 

9.3 

33.3 

66.7 

0.0 

33.3 

33.3 

76.9 

46.2 

12.8 

51.3 

12.8 

85.6 

48.1 

21.6 

33.7 

8.7 

87.2 

40.8 

30.7 

23.8 

9.3 

80.9 

37.5 

39.7 

25.8 

10.9 

88.3 

46.7 

45.0 

28.3 

1.7 

100.0 

66.7 

0.0 

33.3 

0.0 

0 20 40 60 80 100

産後の体力回復

育児に不安があったため

上の子の育児支援のため

親に勧められた

その他

全体 N=987

19歳以下 N=3

20～24歳 N=39

25～29歳 N=208

30～34歳 N=407

35～39歳 N=267

40～44歳 N=60

45歳以上 N=3

%

57.2 

50.0 

60.9 

66.9 

63.5 

50.4 

37.3 

25.0 

42.1 

33.3 

39.1 

32.8 

35.9 

48.9 

61.5 

75.0 

0.7 

16.7 

0.0 

0.3 

0.6 

0.7 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

里帰りをした 里帰りをしなかった 無回答
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（１０）里帰りしなかった理由（複数回答）（補問１１－３） 

 全体では，「自宅に親等が来てくれた」が最も高く，次いで，「上の子の就学等の理由で

できなかった」，「里帰り先が遠方である」の順となっています。 

 40 歳以上の母親が里帰りをしなかった理由を全体と比較すると，「親が高齢である」，

「上の子の就学等の理由でできなかった」の割合が高い傾向がみられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）産後に利用したいと思うサービス（複数回答）（問１２） 

 「医療機関や助産所等での休養（宿泊）」を希望する割合は，第１子では 45.0％，それ以

外では 44.9％であり，第 1 子とそれ以外共に最も高くなっています。 

 第１子とそれ以外では，2 番目に希望するサービスとして，第 1 子は「専門家による継

続した複数回の訪問相談」であり，それ以外においては，「家事等の訪問サービス」とな

っています。 

 

   

 

 

 

 

27.3 

50.8 

12.7 

7.6 

24.1 

28.1 

7.4 

21.5 

1.5 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

32.0 

40.0 

12.0 

4.0 

48.0 

16.0 

24.0 

12.0 

0.0 

24.5 

49.0 

21.6 

2.9 

29.4 

18.6 

7.8 

25.5 

0.0 

31.3 

58.7 

11.3 

2.2 

21.7 

22.2 

5.7 

23.9 

1.7 

24.3 

46.3 

13.1 

7.7 

23.9 

33.2 

8.9 

20.8 

1.5 

26.3 

52.5 

6.1 

23.2 

18.2 

39.4 

3.0 

16.2 

2.0 

33.3 

22.2 

0.0 

33.3 

33.3 

55.6 

11.1 

22.2 

11.1 

0 20 40 60 80 100

里帰り先が遠方である

自宅に親等が来てくれた

里帰り先が忙しかった

親が高齢である

里帰りをしなくても育児ができると感じた

上の子の就学等の理由でできなかった

親に頼りたくない

その他

無回答

全体

N=726

19歳以下

N=2

20～24歳

N=25

25～29歳

N=102

30～34歳

N=230

35～39歳

N=259

40～44歳

N=99

45歳以上

N=9

%

45.0 

23.7 

27.9 

36.2 

7.3 

14.7 

45.0 

27.1 

37.1 

32.6 

6.1 

13.6 

44.9 

19.6 

16.5 

40.5 

8.8 

16.1 

0 20 40 60 80 100

医療機関や助産所等での休養（宿泊）

医療機関や助産所等へ通所（日帰り）

専門家による継続した複数回の訪問相談

家事等の訪問サービス

その他

無回答

全体 N=1725

第一子 N=953

それ以外 N=772

%
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４ 子育て中のことについて 

 

（１）悩みや不安が大きかった時期（複数回答）（問１３） 

 第１子とそれ以外共に，「1 か月未満」，「1～5 か月未満」の割合が高くなっています。 

 特に，第 1 子でその割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１子とそれ以外共に，「特になかった」の割合は，平成 20 年調査と比較すると減少

しています。 

 特に，それ以外は平成 20 年調査の 32.4%と比較して，25.3%へ大幅に減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.3

49.7

19.9

9.3

6.4

11.6

0.5

55.3

51.0

23.5

14.1

8.9

12.9

0.5

0 20 40 60 80 100

１か月未満

１～５か月未満

５か月～１歳未満

１歳～２歳未満

２歳～３歳３か月

特になかった

無回答 ２５年 N=953

２０年 N=912

%第一子

32.4

35.0

19.7

16.1

21.5

25.3

1.3

27.8

31.6

21.7

20.0

17.3

32.4

0.7

0 20 40 60 80 100

１か月未満

１～５か月未満

５か月～１歳未満

１歳～２歳未満

２歳～３歳３か月

特になかった

無回答
２５年 N=772

２０年 N=814

%それ以外

45.0 

43.1 

19.8 

12.3 

13.2 

17.7 

0.9 

55.3 

49.7 

19.9 

9.3 

6.4 

11.6 

0.5 

32.4 

35.0 

19.7 

16.1 

21.5 

25.3 

1.3 

0 20 40 60 80 100

１か月未満

1～５か月未満

５か月～１歳未満

１歳～２歳未満

２歳～３歳３か月

特になかった

無回答

全体 N=1725

第一子 N=953

それ以外 N=772

%
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（２）悩みや不安の内容（複数回答：３つまで）（補問１３－２） 

 第１子とそれ以外共に，「子どもの発育や発達のこと」，「育児のこと」，「産後の自分の

体や健康のこと」の割合が高くなっています。 

 「育児のこと」，「産後の自分の体や健康のこと」の割合は，第１子で特に高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の年齢別では，「子どもの発育や発達のこと」の割合が，20歳以降，母親の年齢が

あがるにつれて，高くなる傾向があります。 

 また，「経済的なこと」の割合は，24 歳以下の母親で高い傾向がみられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.6 

60.1 

32.0 

13.2 

13.8 

12.7 

11.6 

6.3 

1.3 

66.7 

66.7 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

44.7 

61.7 

31.9 

23.4 

36.2 

4.3 

8.5 

2.1 

0.0 

56.3 

64.6 

33.1 

14.4 

16.0 

13.7 

12.5 

2.7 

1.1 

51.9 

60.8 

31.3 

12.7 

12.9 

12.5 

10.2 

6.1 

1.9 

55.3 

56.3 

31.4 

12.5 

12.3 

13.7 

12.3 

9.2 

0.9 

61.2 

59.7 

34.9 

10.9 

10.9 

11.6 

15.5 

7.0 

0.8 

81.8 

63.6 

36.4 

18.2 

0.0 

18.2 

18.2 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

子どもの発育や発達のこと

育児のこと

産後の自分の体や健康のこと

育児の協力者について

経済的なこと

子どもの今後の就園先

仕事のこと

その他

無回答

全体 N=1404

19歳以下

N=3

20～24歳

N=47

25～29歳

N=263

30～34歳

N=528

35～39歳

N=423

40～44歳

N=129

45歳以上

N=11

%

54.6 

60.1 

32.0 

13.2 

13.8 

12.7 

11.6 

6.3 

1.3 

55.7 

65.4 

36.0 

13.7 

13.6 

11.2 

10.5 

5.5 

1.2 

53.1 

52.4 

26.1 

12.3 

14.1 

15.0 

13.2 

7.4 

1.4 

0 20 40 60 80 100

子どもの発育や発達のこと

育児のこと

産後の自分の体や健康のこと

育児の協力者について

経済的なこと

子どもの今後の就園先

仕事のこと

その他

無回答

全体 N=1404

第一子 N=837

それ以外 N=567

%
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（３）育児についての悩みや不安の相談相手（複数回答：３つまで）（補問１３－ 

   ３） 

 「親・兄弟・姉妹など」，「配偶者」，「友人・知人・近所の人」の順で割合が高くなって 

います。 

 母親の年齢別では，「親・兄弟・姉妹など」の割合は，20 歳以降，母親の年齢があがる 

につれて，割合が減少する傾向にあります。 

 「子育て中の仲間」の割合は，40歳から 44 歳の母親で最も高くなっています。 

 「保健センター」の割合は，45 歳以上の母親で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.2 

69.5 

36.3 

29.4 

21.1 

9.3 

13.4 

0.4 

2.5 

2.2 

0.7 

33.3 

66.7 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

46.8 

83.0 

40.4 

25.5 

14.9 

8.5 

6.4 

0.0 

0.0 

4.3 

0.0 

63.1 

77.9 

35.4 

30.0 

18.6 

10.6 

13.3 

0.4 

1.9 

1.5 

0.8 

68.4 

71.0 

34.1 

27.3 

20.5 

9.5 

12.1 

0.4 

2.3 

2.3 

0.6 

59.6 

62.6 

40.7 

30.3 

22.7 

9.0 

15.4 

0.5 

3.3 

2.4 

0.9 

60.5 

64.3 

31.8 

38.0 

25.6 

7.0 

15.5 

0.8 

3.1 

1.6 

0.8 

72.7 

63.6 

45.5 

9.1 

18.2 

18.2 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

配偶者

親・兄弟・姉妹など

友人・知人・近所の人

子育て中の仲間

病院・医院・助産院

保健センター

インターネット

デパート・スーパー・

薬局等の相談会

その他

特になし

無回答

全体 N=1404

19歳以下 N=3

20～24歳 N=47

25～29歳 N=263

30～34歳 N=528

35～39歳 N=423

40～44歳 N=129

45歳以上 N=11

%
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（４）ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間はあるか（問１４） 

 「よくある」，「ときどきある」の割合は 94.3%であり，平成 20 年調査の 91.8％と比

較して増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）育てにくさ（問１５） 

 「よくある」，「ときどきある」の割合は，28.7％であり，平成 20 年調査の 26.5％と

比較して増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの年齢別では，子どもの年齢があがるにつれて，「よくある」，「ときどきある」

の割合は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1

2.0

24.4

26.7

73.0

70.6

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

よくある ときどきある ほとんどない 無回答

2.0 

1.1 

1.8 

2.1 

3.6 

26.7 

18.1 

19.6 

34.9 

39.2 

70.6 

80.6 

78.4 

61.8 

55.7 

0.7 

0.2 

0.2 

1.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

４か月児 N=525

８か月児 N=444

１歳６か月児

N=424

３歳児 N=332

よくある ときどきある ほとんどない 無回答

50.8

59.1

41.0

35.2

7.8

5.3

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

よくある ときどきある ほとんどない 無回答
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 母親の年齢別では，４0 歳以降，母親の年齢があがるにつれて，「よくある」の割合が

増加し，「ほとんどない」の割合が減少する傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）父親の育児参加（問１６） 

 「よくしている」の割合は 56.１％であり，平成 20 年調査の 50.0％と比較して増加

しています。また，「ほとんどしてくれない」の割合は，平成 20 年調査の 7.4％から 6.0％

に減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）父親の精神的な支え（問１７） 

 「なっている」，「時々なっている」の割合は 92.８%であり，平成 20年調査の 90.4%

と比較して増加しています。  

 

 

 

 

 

 

 

2.0 

1.6 

1.9 

2.0 

1.9 

2.5 

8.3 

26.7 

25.0 

23.8 

28.4 

25.5 

30.4 

33.4 

70.6 

66.7 

71.9 

73.6 

69.3 

72.1 

65.8 

58.3 

0.7 

33.3 

1.5

0.7  

0.3 

0.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

よくある ときどきある ほとんどない 無回答

56.0

64.7 

34.4

28.1

9.6

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1670

２５年

N=1659

なっている 時々なっている ほとんどなっていない

50.0

56.1

42.6

37.9

7.4

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1670

２５年

N=1657

よくしている 時々している ほとんどしてくれない
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＜母親の心身の状況（問５）と父親の精神的な支えとの関係（問１７）＞ 

 心身ともに快調である者は，その他の者と比較して，父親が精神的な支えに「なってい

る」と回答した割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）父親が子どもと遊ぶ（あやす）こと（問１８） 

 全体では，「よく遊ぶ（あやす）」の割合は 64.1％であり，平成 20 年調査の 58.7％

と比較すると増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.7

64.1

38.7

33.7

2.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1669

２５年

N=1659

よく遊ぶ（あやす） 時々遊ぶ（あやす） ほとんど遊ばない（あやさない）

64.6 

71.9 

37.6 

56.4 

55.3 

50.8 

83.3 

28.2 

24.6 

37.6 

35.4 

25.0 

37.1 

8.4 

7.2 

3.5 

24.8 

8.2 

19.7 

12.1 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1659

心身ともに快調 N=1068

からだの調子はよいが，精神的に不調 N=109

精神的にはよいが，からだが不調 N=195

心身ともに調子が悪い N=76

なんともいえない N=199

無回答 N=12

なっている 時々なっている ほとんどなっていない
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（９）子どもに対して必要以上の厳しさで接すること（問１９） 

 「よくある（あった）」，「時々ある（あった）」，「たまにある（あった）」の割合は 47.5％

であり，平成 20年調査の 44.0％と比較して増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１子とそれ以外では，それ以外の方が「よくある（あった）」，「時々ある（あった）」，

「たまにある（あった）」の割合が高くなっています。 

7.8 

3.7 

13.0 

16.3 

9.9 

24.4 

23.4 

21.5 

25.8 

51.1 

63.7 

35.6 

1.4 

1.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

第一子 N=953

それ以外 N=772

よくある（あった） 時々ある（あった） たまにある（あった） ない（なかった） 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1

7.8

14.6

16.3

22.3

23.4

55.0

51.1

1.0

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

よくある（あった） 時々ある（あった） たまにある（あった） ない（なかった） 無回答
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（１０）子どもに対して必要以上の厳しさで接した内容（補問１９－２） 

 全体では，「激しくしかる」の割合が最も高く，次いで「無視したり拒絶する」，「から

だをたたく」となっています。 

 第１子とそれ以外では，第１子では，「激しくしかる」の割合が最も高く，次いで「無

視したり拒絶する」，「からだをたたく」の順になっており，それ以外では，「激しくしか

る」の割合が最も高く，次いで「からだをたたく」，「無視したり拒絶する」の順になって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.1 

33.7 

1.7 

3.3 

1.3 

71.1 

4.1 

0.4 

6.9 

1.5 

39.8 

30.5 

1.8 

3.9 

1.5 

65.9 

3.3 

0.6 

8.4 

1.5 

30.2 

35.9 

1.6 

2.9 

1.2 

74.7 

4.7 

0.2 

6.0 

1.4 

0 20 40 60 80 100

無視したり拒絶する

からだをたたく

物を投げつける

からだをつかんで激しく揺さぶる

口を手や物でふさぐ

激しくしかる

外に出したり，閉じ込める

食事を与えない

その他

無回答

全体 N=821

第一子 N=334

それ以外 N=487

%
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５ 事故予防に関する意識について 

 

○寝返りができるまでの寝かせ方（問２０） 

 「うつ伏せ寝」は 1.2％となっています， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の年齢別では，20 歳から 24 歳の母親で「うつ伏せ寝」の割合が最も高くなって

おり，寝かせ方を「決めていない（いなかった）」の割合も最も高くなっています。 

86.3 

66.7 

68.8 

87.1 

86.9 

85.7 

91.3 

91.7 

1.2 

3.1 

1.0 

1.2 

1.3 

0.6 

3.3 

6.3 

3.2 

3.0 

3.8 

2.5 

7.8 

16.7 

21.8 

7.4 

7.0 

8.1 

5.0 

8.3 

1.4 

16.6 

1.3 

1.9 

1.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

あお向け うつ伏せ 横向き 決めていない（いなかった） 無回答

 

 

 

 

86.3 

89.7 

88.1 

79.7 

86.7 

1.2 

0.8 

0.9 

1.4 

2.1 

3.3 

2.3 

3.6 

4.7 

2.7 

7.8 

5.5 

7.2 

11.3 

7.8 

1.4 

1.7 

0.2 

2.9

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

４か月児N=525

８か月児 N=444

１歳６か月児 N=424

３歳児 N=332

あお向け うつ伏せ 横向き 決めていない（いなかった） 無回答
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６ 家族の飲酒と健康への意識について 

 

（１）母親の飲酒（問２１） 

 妊娠前は，「毎日飲む」が 13.0%であり，「時々飲む」を合わせると 64.0％となってい

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 妊娠中は，「毎日飲む」の割合は 0.1%であり，「時々飲む」を合わせると 3.9％とな 

っています。妊娠前と比較して，妊娠中に飲酒している割合は大幅に減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出産後（現在）は，「毎日飲む」が 3.7%であり，「時々飲む」を合わせると 26.6％と

なっています。 

 妊娠中と比較して産後に飲酒している割合は大幅に増加していますが，妊娠前と比較す

ると減少しています。 

 

   

 

 

 

 

 

13.0 

15.6 

12.2 

12.8 

13.8 

12.4 

8.3 

51.0 

50.0 

59.4 

53.4 

51.2 

49.2 

49.7 

25.0 

34.9 

50.0 

25.0 

33.4 

34.3 

36.0 

37.9 

58.3 

1.1 

1.0 

1.7 

1.0

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

妊娠前

毎日飲む 時々飲む 飲まなかった 無回答

0.1 

0.2 

3.8 

6.3 

1.9 

3.4 

4.0 

7.5 

8.3 

95.0 

100.0 

93.7 

97.1 

94.9 

94.9 

92.5 

83.3 

1.1

1.0 

1.7 

0.9 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

妊娠中

毎日飲む 時々飲む 飲まなかった 無回答

3.7 

3.1 

1.6 

3.3 

4.5 

6.8 

22.9 

16.7 

26.6 

16.1 

22.9 

24.5 

29.2 

25.0 

72.3 

83.3 

70.3 

81.4 

72.1 

70.0 

64.0 

66.7 

1.1 

0.9

1.7 

1.0 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

出産後（現在）

毎日飲む 時々飲む 飲んでいない 無回答
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（２）飲酒が妊娠・授乳中の子どもへ与える影響（問２２） 

 全体では，「健康への悪影響はあると思う」の割合は，71.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.0 

66.7 

78.1 

75.2 

69.9 

70.6 

65.8 

75.0 

27.0 

33.3 

20.3 

23.5 

27.1 

27.7 

33.0 

25.0 

0.8 

1.6 

0.3 

0.9 

0.6 

1.2 

1.2 

1.0 

2.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

健康への悪影響はあると思う 健康への悪影響の可能性はあると思う 健康への悪影響はないと思う 無回答
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７ 家族の喫煙と健康への意識について 

 

（１）母親の喫煙（問２３） 

 妊娠前は，「毎日吸う」，「時々吸う」の割合が 14.8%であり，平成 20 年調査の 18.3% 

と比較して減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の年齢別では，24 歳以下の母親に「毎日吸う」，「時々吸う」の割合が高い傾向があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 妊娠中は，「毎日吸う」，「時々吸う」の割合は 3.7%であり，平成 20 年調査の 5.3%と

比較して減少しています。また妊娠前と比較して大幅に減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.5

12.0

2.8

2.8

76.9

83.9

4.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

妊娠前
毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答

12.0 

66.7 

37.5 

18.3 

9.4 

9.1 

8.7 

2.8 

15.6 

3.5 

2.7 

1.5 

1.9 

83.9 

33.3 

46.9 

76.8 

86.3 

88.3 

89.4 

91.7 

1.3 

1.4

1.6 

1.1 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

妊娠前

毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答

3.0

2.0

2.3

1.7

89.5

94.8

5.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

妊娠中
毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答
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 母親の年齢別では，24歳以下の母親に，「毎日吸う」，「時々吸う」の割合が高い傾向が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 出産後（現在）は，「毎日吸う」，「時々吸う」の割合は 4.7%であり，平成 20 年調査

の 8.2%と比較して減少しています。また，妊娠中と比較するとやや増加していますが，

妊娠前と比較すると減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の年齢別では，24歳以下の母親に，「毎日吸う」，「時々吸う」の割合が高い傾向が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 妊娠前・妊娠中・出産後（現在）のいずれの時期においても，24 歳以下の母親に喫煙

率が高い傾向があります。 

6.2

3.8

2.0

0.9

86.8

93.9

5.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

出産後(現在)
毎日吸う 時々吸う 吸わない 無回答

2.0 

16.7 

7.8 

2.6 

1.7 

1.7 

0.6 

1.7 

50.0 

6.3 

1.9 

1.2 

1.7 

94.8 

33.3 

85.9 

93.9 

95.2 

95.5 

99.4 

91.7 

1.5 

1.6 

1.9 

1.1 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

妊娠中

毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答

3.8 

33.3 

17.2 

6.4 

2.5 

1.7 

4.3 

0.9 

1.6 

1.0 

1.4 

0.4 

0.6 

93.9 

66.7 

81.2 

91.0 

94.4 

96.6 

95.1 

91.7 

1.4 

1.6 

1.7 

1.3 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

出産後（現在)

毎日吸う 時々吸う 吸わない 無回答
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（２）同居人の喫煙 

【配偶者】 

 「毎日吸う」，「時々吸う」の割合は 31.7%であり，平成 20 年調査の 34.7%と比較し

て減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の年齢が 24 歳以下では，配偶者が「毎日吸う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他の同居者】 

 「毎日吸う」，「時々吸う」の割合は，3.4%となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.2

28.1

3.5

3.6

55.9

62.6

9.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

配偶者
毎日吸う 時々吸う 吸わない 無回答

28.1 

66.7 

54.7 

34.1 

24.5 

25.5 

27.3 

25.0 

3.6 

6.3 

5.8 

4.1 

2.5 

0.6 

62.6 

16.7 

28.1 

55.0 

65.8 

67.0 

65.2 

66.7 

5.7 

16.6 

10.9 

5.1 

5.6 

5.0 

6.9 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

配偶者

毎日吸う 時々吸う 吸わない 無回答

3.0

2.6

0.5

0.8

44.0

43.7

52.5

52.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

他の同居者 毎日吸う 時々吸う 吸わなかった 無回答



26 

 

 母親の年齢が 24 歳以下では，他の同居者が「毎日吸う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）同居者の喫煙場所（補問２４－２） 

【配偶者】 

 配偶者では，「ベランダなど屋外」で喫煙する割合が 60.1％と最も高くなっています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他の同居者】 

 他の同居者では，屋内（「同室」，「別室」，「換気扇のある場所」）で喫煙する割合が，64.9％

と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 

16.7 

7.8 

1.9 

1.9 

3.0 

2.5 

0.8 

3.1 

1.6 

0.3 

0.4 

1.2 

43.7 

16.7 

32.8 

37.9 

46.5 

44.9 

43.5 

66.7 

52.9

66.6 

56.3 

58.6 

51.3 

51.7 

52.8 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

他の同居者

毎日吸う 時々吸う 吸わない 無回答

3.7 

1.8 

4.6 

5.5 

3.0 

4.8 

4.8 

5.9 

2.4 

5.9 

28.8 

31.3 

26.3 

26.0 

31.7 

60.1 

58.4 

61.2 

63.0 

57.4 

2.6 

3.7 

2.0 

3.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=546

４か月児 N=166

８か月児 N=152

１歳６か月児 N=127

３歳児 N=101

配偶者
同室 別室 換気扇のある場所 ベランダなど屋外 無回答

14.0 

13.3 

8.3 

20.0 

10.0 

21.1 

33.3 

25.1 

15.0 

10.0 

29.8 

33.3 

33.3 

20.0 

40.0 

31.6 

13.3 

33.3 

45.0 

30.0 

3.5 

6.8 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=57

４か月児 N=15

８か月児 N=12

１歳６か月児 N=20

３歳児 N=10

他の同居者
同室 別室 換気扇のある場所 ベランダなど屋外 無回答
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８ 食生活について 

 

（１）離乳食の開始時（問２６） 

 離乳食を開始する時期は，「生後６か月ごろ」の割合が最も高く，「生後５か月ごろ」と

合わせると 59.0％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家族の食生活で気をつけていること（問２７） 

 「１日３食必ず食べる」，「「いただきます」や「ごちそうさま」のあいさつをする」の

割合が高くなっています。 

 平成 20 年調査と比較して，「「いただきます」や「ごちそうさま」のあいさつをする」，

「食事中はテレビを消す」，「食べ物を大切にすることを教える」の割合は増加しています。 

一方，「できるだけ家族そろって食べる」，「食前に手洗いをする」の割合は大幅に減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6 

2.1 

26.8 32.2 8.1 

2.4 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1,725)

離乳食の開始時期

まだ開始していない 生後４か月ごろ
生後５か月ごろ 生後６か月ごろ
生後７か月ごろ 生後８か月以降
無回答

58.8

27.5

29.4

15.5

58.6

16.8

16.6

19.6

27.0

2.1

1.0

1.3

63.7

37.0

66.9

45.8

25.6

3.7

20.9

21.7

1.2

0.4

0.6

0.2

0 20 40 60 80 100

１日３食必ず食べる

食事時間を規則正しくする

できるだけ家族そろって食べる

食前に手洗いをする

「いただきます」や「ごちそうさま」のあいさつをする

食事中はテレビを消す

食事のマナーを身に付ける

子どもが自分で食べようとする意欲を大切にする

食べ物を大切にすることを教える

特になし

その他

無回答

２５年

N=1725

２０年

N=1726

%
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（３）家族の食事作りで，工夫したり，これからしようと思うこと（問２８） 

 「栄養のバランスを考える」の割合が最も高く，次いで「できるだけ手作りにする」の

割合が高くなっています。 

 平成 20 年調査と比較して，「栄養のバランスを考える」の割合はほぼ同じですが，「い

ろいろな食材を利用する」，「行事食や旬の食材を取り入れる」，「うす味をこころがける」

の割合が増加しています。 

 一方で，「できるだけ手作りにする」，「食品の品質・安全性を確かめる」，「子どもと一

緒につくる機会をもつ」の割合は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）食事作りが楽しくできるか（問２９） 

「楽しくできる」，「まあまあ楽しくできる」の割合は 74.1％となっており，平成 20

年調査の 76.2％と比較してやや減少しています。 

一方で，「あまり楽しくできない」，「楽しくできない」の割合は，23.5％から 25.3％と

やや増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.3

44.8

66.8

32.6

22.7

4.4

22.7

24.1

2.1

0.4

1.1

1.0

63.7

37.0

66.9

45.8

25.6

3.7

20.9

21.7

1.2

0.4

0.6

0.2

0 20 40 60 80 100

できるだけ手作りにする

いろいろな食材を利用する

栄養のバランスを考える

食品の品質・安全性を確かめる

子どもと一緒につくる機会をもつ

料理方法を学ぶ

行事食や旬の食材を取り入れる

うす味をこころがける

調理時間を短縮するため惣菜やインスタント食品を利用する

その他

特になし

無回答

２５年 N=1725

２０年 N=1726

%

21.9

19.1

54.3

55.0

20.3

22.6

3.2

2.7

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年

N=1726

２５年

N=1725

楽しくできる まあまあ楽しくできる あまり楽しくできない 楽しくできない 無回答
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（５）食事づくりが楽しくできない理由（補問２９－２） 

 「面倒だ」，「時間がない」，「上手に作れない」の順で割合が高くなっています。 

 特に，「面倒だ」の割合は 53.0％であり，平成 20 年調査の 31.8％と比較して大幅に

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.8

20.2

14.4

52.1

3.9

53.0

6.4

10.8

0.2

50.2

19.2

10.8

49.3

1.7

31.8

1.2

6.7

0.0

0 20 40 60 80 100

上手に作れない

料理方法がわからない

作ったものを家族が残す

時間がない

買ってきたほうが経済的と思う

面倒だ

食事に興味がない

その他

無回答
２５年 N=436

２０年 N=406

%
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９ 口腔の健康に関する意識について 

 

（１）子どもの歯と口で知りたいことや心配なこと（問３２） 

 「歯並び・かみ合わせ」の割合が最も高く，次いで「むし歯」，「歯みがき」となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4 

50.0 

43.4 

0.9 

2.0 

5.8 

30.5 

8.9 

20.7 

16.7 

4.3 

5.4 

4.9 

1.1 

10.9 

1.1 

33.3 

33.3 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

16.7 

21.9 

51.6 

32.8 

0.0 

0.0 

3.1 

18.8 

12.5 

26.6 

18.8 

7.8 

3.1 

4.7 

1.6 

15.6 

0.0 

21.9 

46.9 

44.7 

0.3 

1.9 

5.5 

30.2 

8.7 

24.1 

19.0 

3.9 

6.8 

6.4 

1.0 

11.3 

1.3 

23.4 

50.1 

44.1 

0.5 

2.5 

6.4 

32.3 

10.0 

20.7 

16.2 

4.2 

4.8 

4.8 

1.1 

10.1 

0.9 

17.7 

51.9 

41.1 

1.7 

1.9 

5.3 

28.7 

7.5 

20.6 

17.2 

4.2 

5.3 

4.7 

1.1 

11.1 

1.1 

24.8 

49.1 

48.4 

1.2 

0.6 

7.5 

36.0 

7.5 

12.4 

12.4 

4.3 

6.8 

3.7 

1.2 

9.3 

1.2 

16.7 

50.0 

66.7 

0.0 

8.3 

0.0 

25.0 

16.7 

25.0 

8.3 

8.3 

8.3 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

0 20 40 60 80 100

歯の生え方

歯並び・かみ合わせ

むし歯

舌や口の中の粘膜

歯や歯ぐきの色

歯ぎしり

歯みがき

おやつ

フッ素

指しゃぶり

おしゃぶり

歯科治療

かまない

その他

特になし

無回答

全体N=1725

19歳以下 N=6

20～24歳 N=64

25～29歳 N=311

30～34歳 N=641

35～39歳 N=530

40～44歳 N=161

45歳以上 N=12

%
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（２）乳幼児むし歯予防対策（フッ化物歯面塗布）について思うこと（問３３） 

 「むし歯予防に役立っている」の割合が，51.2％と最も高くなっています。 

30.6 

51.2 

29.4 

3.4 

3.4 

32.8 

0.6 

0 25 50 75 100

安全だと思う N=528

むし歯予防に役立っている N=883

どんどん応用していきたい N=508

できれば使用したくない N=59

わからない N=566

その他 N=25

無回答 N=10 全体 N=1725

%
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１０ 少子化対策について 

 

○少子化対策に効果があると思う項目（問３４） 

 「子育てに伴う経済的負担の軽減策の充実」の割合は72.4%と最も高く，次に「分娩費 

用の助成充実」の割合が66.6%，「妊婦健診費用の助成充実」の割合が64.1%と，経済面 

での支援策が上位3位となっています。 
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